
























率について、1980 年代末にかけては 10% を下回る











































































































































































































































































































































限目（10 時 40 分～ 12 時 10 分）である。









春 79 24 30%
秋 74 22 30%
2009 年
春 76 39 51%
秋 66 39 59%
2010 年
春 64 44 69%
秋 63 45 71%
2011 年
春 53 38 72%




























































































教育学系概論科目 3.6 43:01 1:07 204:48

















































































































































































































制度 14％、メディア 14%、学習者 8% と、理論・
制度・行政に関する研究の割合が高いことが報告
された。また、大学通信教育における研究主題で




















育学会年報第 25 号、2004 年
浅井経子『生涯学習支援者に求められる技術の開
発』同上
Eric Bray『Japanese Online Distance Education: 

















７）特例番号 832 の関連資料（2011 年 9 月 1 日現在）
http://www.kantei.go.jp/jp/singi/kouzou2/
hyouka/chousa/kyouikubukai02/siryou2_7.pdf
８）今野雅裕『公共性と利益追求の葛藤　株式会社
立大学の導入経緯と論点（下）』私立大学協会　
アルカディア学報（教育学術新聞掲載コラム）
2366 号、2009
９）白石克己『生涯学習と通信教育』玉川大学出版、
1990　p35
10）鈴木克夫『二つの遠隔教育――通信教育から遠隔
教育への概念的連続性と不連続性について――』
メディア教育研究　第３号、1999
11）白石克己『遠隔高等教育の原理と教材開発の課題』
佛教大学総合研究紀要第 11 号、2004　p145
12）Ａ大学のスクーリング授業の受講者データから筆
者が独自に集計し算出
13）同上
14）学生から教員への質問は履修登録をしている当該
学期中、ｅラーニングシステムを活用し、24 時
間何度でも質問が可能
15）学生から教員への質問日時および教員から学生へ
の回答日時を筆者が独自に調査し算出
197
大学通信教育における生涯学習支援の推移と動向
16）特定非営利活動法人日本イーラーニングコンソシ
アム編『ｅラーニング白書 2008/2009 年版』東
京電機大学出版局、2008　 p5「図 2「インタラク
ティブ性」と「デジタル化」からみたｅラーニン
グの範囲と分類」を基に筆者が独自に修正・加筆
17）筆者が独自に作成
18）1833 年にカップ（Kapp）が「高齢者の教育」と
いう意味で使用したのが最初とされる。その後、
ノールズ（Knowles）が成人の学習を支援する科
学と技術として概念を提示し、ペダゴジーとの比
較を通してその特徴を仮定している。広義の意味
では、成人継続教育の政策や制度および実施過程
全体を体系的に研究する学問のこと。また狭義の
意味では、成人のライフステージや発達段階の独
自の特徴に着目した、成人の学習を援助する総合
的な一貫性のある理論である。子どもの教育論で
あるギリシア語の paid（子ども）と agogos（指導）
の合成語であるペダゴジー（Pedagogy）に対し
て、大人の教育論と呼ばれており、andros（成人）
と agogos の合成語として作られた。
19）日本生涯教育学会編『生涯学習事典（増補版）』
東京書籍、1997 年　p350-353
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